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＜キーワード＞
ハイチ，アメリカ合衆国の黒人運動，F・ボアズとその弟子たち，フィールド調査
＜要　　　約＞
　前稿では，ハイチを愛した外国人たちのうち，主にフランス人を中心に，Ｍ・レリスとＡ・
メトローに言及し，ヨーロッパ，特にフランスにおけるアフリカのイメージの形成について
解説した。次いでその状況のなかからＭ・レリスとＡ・メトローがいかにしてハイチという
国に関心を抱いていたかの経緯について述べた。さらに終盤ではアメリカ合衆国人でハイチ
に関心を向けた人々のリストを表の形で掲げた。その結果，その中の多くが，活躍したジャ
ンルこそ異なるが，当時影響力にあった人類学者 F・ボアズの薫陶を受けていたことが明ら
かになった。本稿はこの点を詳述し，20 世紀初頭のアメリカ合衆国の文化史におけるハイチ
という国の存在の重要性について解説する
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ハイチを愛した外国人たち（2）：20世紀文化史の重要なテーマの一つとして
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Foreigners who loved Haiti: as one of important themes of 20th century cultural history 
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　前稿で引用した F・ボアズの業績についての太
田好信氏の要約は，アメリカ合衆国のハイチを愛
した外国人たちへの F・ボアズの影響を余すこと
なく説明している。なかでも筆者が注目している
のは，フィールド調査の重要性を強調している点
と合衆国の黒人文化へ関心を抱いている点であ
る。本稿では，その事実を例証するために，前稿
の末尾に挙げたハイチを愛した外国人の著作に順
次言及しながら，合衆国におけるハイチに対する
関心の高まりについて述べていく。
　最初に言及しなければならないのは W・シーブ
ルックの“Magical Island”である。この著作はわ
が国では，『魔術の島』（大陸書房，1969）として
翻訳出版されているが，残念ながら「とんでも本」
の一種として位置づけられている。確かにこの著
作は，合衆国の大衆文化のなかで，ニューオリン
ズのクレオール文化からと同様に「ゾンビ伝承」
の源泉となった。しかしこの本の著者は，ハイチ
へ実際に旅し現地ハイチ人から直接に取材するこ
とを通じて，彼らがゾンビの存在をいかに理解し
説明しているかをそのまま記述している。この点
について，後にフィールド調査に基づいて，1950
年代のハイチ・ヴォドゥについての古典的民族誌
を発表した A・メトローは，ハイチ人の心性を明
らかにした民族誌としてこの著作を評価してい
る。
　その他のハイチを愛した合衆国人について述べ
る前に。当時の合衆国文化においてハイチという
国への関心の高まりを示す他の実例を挙げよう。
　19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて合衆国では
黒人の地位向上に対する意識が高まり，アーバン
ブルースやジャズの誕生，文学におけるハーレム
ルネッサンスなど思想。文学，音楽，大衆運動と，
様々な分野で黒人文化が花開いた。その代表的存
在であったのが W・E・B・デュボイス（1868-1963）
であったが，実は彼の父アルフレッドはハイチ出
身で白人と黒人の混血であった。こうした風潮の
なかに演劇の分野でもハイチという国への関心の
高まりを示す例があった。オーソン・ウエルズに
よるヴードォ・マクベスの上演（1936）と同じく
彼が監督した映画『マクベス』（1948）の魔女の
場面でのヴォドゥ儀礼の採用であり，もう一つの
例が，当時人気の高かった劇作家ユージン・オニー
ルの『皇帝ジョーンズ』である。『皇帝ジョーンズ』
の主人公のモデルになったのはハイチ共和国の 4
代大統領 H・クリストフ（在位 1811-1820）であった。
合衆国におけるハイチを愛した外国人たち
　前編末尾の表 1 に列挙した合衆国におけるハイ
チを愛した外国人たちが実際にハイチに渡ったの
も上記のような風潮を背景としていた。さらにそ
れを後押ししたのが F・ボアズであった。本編の
主旨の一つが，その経緯を語り，F・ボアズとい
う人類学者の重要性を語ることである。ハイチを
愛した外国人たちの多くが直接的・間接的に F・
ボアズで弟子であった。
　M・J・ハースコヴィッツ（1985-1963）は，オ
ハイオ州に生まれ，1923 年にシカゴ大学から学位
を取得した後，ニューヨークに移り，F・ボアズ
の指導の下，修士号と博士号を取得した。1924 年
結婚し，1925 年と 1929 年に夫妻でスリナムへ
フィールドワークに赴き，続いて 1934 年にはハ
イチ中西部のミルバレー（Mirebalais）で 3 ケ月に
わたり調査を行い，その成果を『ハイチの一峡谷
における生活』（Life in a Haitian Valley）として
1937 年に出版する。その後，トリニダード，ベナ
ン，ブラジル，ナイジェリアなどアフリカ系黒人
の住む諸地域の調査を続け，1900 年代のアフリカ
系黒人の研究をリードする存在となった。彼はア
フリカ系文化を構成する諸要素を比較検討し，各
地のアフリカ系文化におけるそれら諸要素の残存
を指標として「文化変容」を論ずる「アフリカニ
ズム」の理論を提唱した。
　彼はまた後述のキャサリン・ダンハム（Katherine 
Dunham）ほか，マーガッレット・ミードやルース・
ベネディクトらを指導している。彼の比較研究の
方法は，民俗音楽学者アラン・ローマックス（Alan 
Lomax）にも影響を与えている。ローマックスは
カントメトリックス（Cantometrics）という世界音
楽の比較研究の方法を発展させた。この方法は後
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継者によって，「グロバルジュークボックス」（Global 
Jukebox）という形で現在も進化を続けている。ロー
マックスは民族音楽学にフィールド調査を取り入
れ，その採譜資料や録音資料は国会図書館のライ
ブラリー（Library of Congress）に所蔵されている。
1936 年に行ったハイチのフィールド資料は 10 枚
組の CD セット（Alan Lomax in Haiti）としてドイ
ツの出版社から刊行さている。ローマックスがハ
イチにフィールドワークに赴いた際の経緯は，ア
フリカ系アメリカ人の文化を専門とする合衆国の
人類学者 John Szwed がローマックスの伝記のなか
で記述している（Szwed　2010： 99-109）。
　ローマックスの方法を発展的に継承しているの
は，現在慶應義塾大学の湘南キャンパスで教鞭を
とっているパトリック・E・サベージである。詳
細は別項に譲りたいが，本稿では彼自身がその論
考（Savage,2018）に付している要約をベースにそ
の大筋を説明しよう。
　「アラン・ローマックスのカントメトリックス・
プロジェクトは論議の多いプロジェクトである。
世界中に存在する音楽と科学についての最高度に
野心的で論争的な企てである。その主要な構成要
素は，広範囲の議論を呼んだ世界的規模で 148 の
集団から採集されたほぼ 1500 の歌謡についての，
広範囲な論議を呼んだカントメトリックスによる
分析である。ローマックスはこれらの批判のいく
つかに答えているにもかかわらず，最終的な結論
も，それらが基礎に置く証拠も十全には明確に
なっていない。その後数十年に渡ってカントメト
リックスそれ自体も舞踊，ポピュラ ・ーミュージッ
ク，コンピュータ化された人類学，教育学，アク
ティヴィズムも他の研究者によって採用さること
はなかった。だが 2002 年彼が亡くなると，爾来，
関心が再燃してきた。
　そこで私は，歌謡の標本，分類図式，統計的分析，
諸解釈，エスノセントリズム／還元主義に焦点を
置いて，カントメトリックスについての包括的再
検討を提示しよう。誤解点，なされている改善点，
それでもなお取り組もうとしている批判を同定す
る。
　ローマックスのしばしば対立しあう（矛盾する）
主張は，次の三つの結果に要約される図式を主張
する：（1）10 の歌謡の地域スタイルと社会構造の
5 つの特徴。（2）音楽の間の相関を示す 9 つの音
楽的様相，これらの音楽的因子と 5 つの社会構造
の因子の間の相関。
＊ この点については，本稿の主旨でないこと，Ａ・
ローマックスの議論自体が矛盾が多く，検討に
字数を費やすことが本稿の主旨でないので詳説
は別稿に譲りたい。
　歌謡スタイルと社会構造のあいだにの相関に関
するローマックスの諸解釈の支持基盤が弱いにも
かかわらず，彼の植民的ディアスポラから古代の
人口移動に至る範囲の歴史的諸関連は，グローバ
ルアートについての研究調査と教授に向けての有
効性が。より期待できる出発点を提供している。
社会構造の諸様相，すなわちジェンダー，宗教，
政治そして政治のような諸様相と音楽的パフォー
マンスの形式的様相の相関が広く受容されること
に失敗したにもかかわらず，カントメトリックス・
プロジェクトは未だに，音楽と文化のあいだの将
来の探求に対するインスピレーションと警告的教
え（教訓）を提供しうるであろう。」
　筆者が初めてハイチに渡った時も民族音楽の専
門家ではなかったが，調査のためのハンドブック
としていくつかの本を検討した結果，民俗学音楽
者であるケネス・ゴールシュタイン（Kenneth S. 
Goldstein,1927-1995）の“A Guide for Field Workers 
in Folklore”（1964）を選んだ。それは調査項目が
地域に限定されていないこと，比較的小型の本で
あったからで，きわめて恣意的な理由であった。
　ハイチに渡ることが決定してから，社会学徒で
あった筆者が携行荷物の中に持っていく本として
選んだ本の一つが，合衆国の社会学者ジェームス・
レイバーン（James G Leyburn,1920-1993）の『ハ
イチの人々』（“Haitian people”，初版は 1941 年）
であった。この本が書かれた背景としては，1915-
1934 年の合衆国海軍によるハイチ占領があるが，
特に筆者が持っていったのは 1955 年にイエール
大学出版から刊行された版で，これには同じイ
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エールが大学の人類学教授であるシドニー・W・
ミンツ（Sidney W Mintz,1922 － 2015 ）の解説と
レイバーンの著作刊行以降のハイチに関する研究
文献リストが解説付きで付せられていた。
ゾラ・ニール・ハーストン
　ゾラ・ニール・ハーストン（Zora Neale Hurston, 
1891-1960）は，ハーレム・ルネッサンの中心であっ
た黒人女流作家で，ハイチに実際赴いて行った調
査により採集した民話や歌謡についての著作があ
る。
キャサリン・ダンハム
　キャサリン・ダンハム（Katherine Dunham, 1909-
2006）は，アフリカ系のダンスの研究とそのパ
フォーマンスを専門とする舞踊家であるが，コロ
ンビア大学で M・ハースコヴィツの薫陶を受けた
のち 1935 年より 18 か月間カリブ海地域を巡って，
アフリカ黒人系のダンスを調査し，後年もハイチ
に居住しつつ同地域を何度も巡っている。それと
同時に合衆国内ではバレエ学校を経営し，アフリ
カ系黒人ダンサーたちを指導，先述のユージン・
オニールの戯曲『皇帝ジョーンズ』のダンス部分
の振り付けをしたり，映画出演をしたりと，活動
は多岐に渡っていた。彼女はニューヨークとハイ
チの間を移動していたが，ハイチにいる時は，植
民地時代の農園主の屋敷「アビタシオン・ルクレ
ルク」（Habitation Leclerc）に住んでいた。この屋
敷は現在，所有者とハイチ政府とのあいだの数度
にわたる交渉の末，植物園として保存されること
が決定している。
サントル・ダールとハイチ・プリミティブ・アート：
ダウィト・ピータースとシェルデン・ロッドマン
　ダウィト・ピータース（Dewitt Peters, 1902-1966）
は，無名の画家であったが，英語教師として 1943
年にハイチに渡ってきた。彼は特別な意図をもっ
てハイチにやってきたわけではなかったが，この
時期の合衆国は，それまでのチカラ（主に軍事力）
によって屈服させようという「棍棒政策」（Big 
Stick）から，文化交流によって友好関係を結ぶこ
とによって，ラテンアメリカおよびカリブ海地域
諸国を，列強国（日独伊）側ではなく連合国（英
米仏）側の味方に付けることを目的とした「善隣
政策」（Good Neighbours）へと，第二次世界の大
戦前後に外交政策を転換していた。とりわけブラ
ジルは日独伊からの移民が多かったのでこの政策
の力点が置かれていた。先述のオーソン・ウエル
ズもブラジルに渡りドキュメンタリー映画を作っ
ているし，逆にブラジルを代表するカルメン・ミ
ランダはハリウッドに進出，数多くの映画に出演
した。W・ディズニーは自作の音楽アニメ映画
『ファンタジア』のために来伯，ディズニ ・ーコミッ
クブックの現地化，ドナルドダックのカウンター
パートとなる現地キャラクター「ゼ・カリオカ」
の創造など様々の貢献をしている。ダウィト・ピー
タースがハイチにやってきたのは，こうした時代
風潮のなかであった。
　 シ ェ ル デ ン・ ロ ッ ド マ ン（Shelden Rodman, 
1909-2002）は，詩人，旅行作家，戯曲家そしてラ
テンアメリカおよびカリブ海地域諸国の歴史につ
いても書く多才で多作の作家である。彼は，これ
らの国のプリミティブ絵画，ナイーブアートにつ
いて広く調査を行い，ハイチでも，画塾兼画廊を
開設していたダウィット・ピータースと共に活動
し，1948 年にハイチ・プリミティブ絵画を扱った
最初の著作である『ハイチにおけるルネッサンス』
（Renaissance in Haiti）を出版した。この本に取り
上げられている画家たちは，ハイチ・プリニティ
ブ絵画の第一世代であり，現在もハイチ文化の重
要な分野となっている「ハイチ絵画」の最良の部
分であり続けている。この本によってハイチ・プ
リミティブ絵画は世界に知られるようになった。
だがサントル・ダール以前にもハイチ絵画または
ハイチ人画家は存在した。ロッドマンの本で取り
上げられている，エクトール・イポリット（Hector 
Hyppolite, 1894-1948）やハイチ北部で活躍したフィ
ロメ・オーバン（Philomé Obin, 1892-1986）をリー
ダーとするオーバン学派はすでに世に知られてい
た（上記ロッドマンの本には，ピータースがイポ
リットを発見したという神話的エピソードが語ら
れているが）。ロッドマンは広報係として，合衆
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国に画廊や美術館を開き，ハイチ絵画の市場的価
値の向上に努めた。ロッドマンはもう一つハイチ
絵画の発展に貢献している。ポルトープランス中
心部にあったエピスコパル教会堂内の壁画をハイ
チ・プリミティブ絵画の第一世代の画家たちに描
かせたせたことである。この教会は，2001 年にハ
イチを襲った地震によって壊滅的被害を被った
が，スミソニアン研究所の主導のもとに，その修
復・復元活動が行われたことによって再び世界の
脚光を浴びた。
　ロッドマンがハイチ絵画の発展に果たした功績
に対する評価は，ダウィット・ピータースの独創
的役割との比較や第一世代以降に新たなスタイル
を探求し続けている画家たちによる批判的意見な
ど，まちまちである。
マヤ・デーレン
　マヤ・デーレン（Maya Deren, 1917-1961）は，
我が国でも少数であるが愛好者のいるアメリカ合
衆国の前衛映画作家である。舞踊家，振付師，写
真家などの多彩なキャリアを持っている。1917 年
にウクライナに生まれ，1922 年に幼少の頃に家族
とともにニューヨークに移住した。その後アメリ
カ合衆国，ヨーロッパの大学，専門学校などで学
び，様々な技能を身に付けている。1930 年後半い
く人かの作家（そのなかに先述の『魔法の島』の
作者であるウィリアム・シーブルックがいる）の
編集助手を務めたが，1943 年最初の夫との共作で
映画『午後の網目』（Mesh of the Afternoon）を制作，
この作品でカンヌ国際映画祭実験映画部門でグラ
ンプリを獲得する（直後に最初の夫とは離婚して
いる）。1940 年にニューヨークからロスアンゼル
スに移住していたが，そこでキャサリン・ダンハ
ムと出会い，助手および広報係を務め，その際に
彼女のハイチ文化とヴォドゥ宗教のフィールド
ワークの影響を受け，ハイチに関する民族誌映画
の製作を決意し，1947 年デーレン自身，ハイチの
9 ヶ月のフィールワークを行う。デーレンはダン
ハムの文章をヒントに写真を撮り，映画を撮影す
る。この時彼女が採用した方法は，ヴォドゥの儀
礼に実際に参加しながら撮影するという方法で
あった。この経験を文章化したのが「聖なる騎手
た ち： ハ イ チ に お け る 生 け る 神 々」（Divine 
Horsemen：Living Gods in Haiti, 1953）であり，神
話学者のジョセフ・キャンベル（Joseph Cambell）
によって本の形で出版された。18000 フィートに
及ぶヴォドゥ儀礼についてのフィルムは未完成に
終わるが，彼女の映画の音楽を作曲していた日系
人，伊藤貞司（1947-1982）とその妻によって編集
され，1977 年に著作と同名のタイトルで公開され
た。これが現在我々が観るることのできる版とし
て DVD 化されている。この映画はヴォドゥに関
する多くの映画と異なる，またデーレンの他の
シュールレアリステティックな映画と違った学術
的な民族誌映画として評価されている。
ジョージ・E・シンプソン
　ジョージ・シンプソン（George Eaton Simpson, 
1904-1998）は，カリブ課地域の宗教を主たる専門
とする合衆国の社会学者，人類学者で，ミズーリ
大学で修士号を取得したのち，1934 年にペンシル
バニア大学から哲学博士号を取得する。その後い
くつかの大学で社会学および人類学の教鞭を”と
りながら，『新世界の黒人宗教』（Black Religions 
in the New World, 1978），『カリブ海地域（トリニ
ダッド，ジャマイカ，ハイチ）の宗教カルト』（Religious 
Cults of Caribbean：Trinidad, Jamaica, Haiti） な ど
60 冊もの著作を著わし，そのなかには人類学者メ
ルヴィル・ハースコヴィッツの伝記も含まれてい
る（“Merville J. Herskovits”,  ）。なかでもオバー
リン大学に在籍していた時の 1953 年西インド諸
島連合（UCWI）の社会経済調査研究所の後援で
ジャマイカの首都キングストンで行なったフィー
ルドワークに基づく論文は，ラスタファライ運動
をこのタイプの宗教の単なる民族誌的記述ではな
く，この時期までの運動の変化・発展を社会学的
に分析し明らかにした研究として評価されてい
る。
ハロルド・クールランダー
　ハロルド・クールランダー（Harold Courlander, 
1908-1996）は，合衆国の民俗学者，人類学者で，
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ハイチ人の日常生活に特化した民族誌家として
数々の業績を残している。ミシガン大学で英語の
学士号を，ミシガン大学とコロンビア大学に在籍
中には，自作のログハウスで演劇や文学評論など
様々な分野の著作の執筆に専念したが，ホップ
ウッド奨学金を得てハイチに赴く。彼がハイチを
選んだのもシーブルックの著作から刺激を受けた
からであり，この時のフィールワークの成果を『ハ
イチ人は歌う』（Haitian Singing,1939）として発表，
以後 30 年に渡って 20 年回以上もハイチに渡り。
宗教，口頭伝承（謎々，諺，民話，歌謡），ダン
スなどの調査を行い，1960 年に刊行した『太鼓と
鍬：ハイチ人の生活と伝承』（“The Drum and the 
Hoe：Life and Lore of Haitian People”）は，ハイチ
文化を研究する者（外国人）にとって古典的テキ
ストとなっている。
　クールランダーはまた合衆国南部の民俗音楽の
フィールド調査を行い，この時に採集した音源を
もとに，Ethnic Folkways Library レーベルを立ち上
げ，世界各地の民俗音楽のアルバムを作成してい
る。
　長生きした彼は，国連や「アメリカの声」（Voice 
of America）など幅広い分野の仕事を行っている。
またベストセラーになり，テレビ映画化もされた
アレックス・ヘイリーの小説『ルーツ』（“Roots”, 
1976）は，クールランダーの『アフリカ人』（African, 
1967）からの盗用があるとの訴訟裁判では勝訴し
ている。
心理学者たち，フランシス・ハックスレーと
エリカ・ブールギニョン
　ハイチを愛した外国人たちのリストについて，
いくつかの補足をしておこう。
　一つは，心理学的研究を除外したことである。
ハイチに関する研究者としてしばしば言及される人
物に，フランシス・ハックスレ （ーFrancis Huxley, 
1923-2016） と エ リ カ・ ブ ー ル ギ ニ ョ ン（Erica 
Bourguignon, 1924-2015，オーストリア生まれ）が
いる。ハイチに赴いた年代や著作・論文はこれま
で言及してきた人々と変わりがない。例えばハッ
クスレーの研究の出発点は，本稿の主旨一つであ
る合衆国の人類学や民俗学の伝統とは直接関係と
かかわっていない。またハイチのヴォドゥに関す
る心理学研究の魁はハイチ国外ではなく，ハイチ
国内にあることも除外の一つである。その例証と
してヴォドゥに関するハイチ人の先覚的著作が彼
ら外国人の業績以前に存在していた。ルイ・マー
ル（Louis Mars,1905-2000）の『ヴォドゥにおける
激発的憑依』（la Crise de Possession dans le Vodou, 
1967）である。ルイ・マールは，国立ハイチ大学
医学部で修士号を取得したのち，パリ（1935）や
ニューヨーク（コロンビア大学，1939-48）に留学
し精神分析学を学んでいる。同時に医学部の学部
長（1947-51）や国立ハイチ大学の講師を務める。
また彼は外務大臣（1958）在フランス・ハイチ大
使（1960）在合衆国大使（1960）なども歴任して
いる。さらにハイチ精神分析研究所の所長も務め，
この時期，精神分析学の観点からヴォドゥに関心
を持ち，これを主題とする論文・著作を発表して
いる。『ヴォドゥにおける激発的憑依』はヴォドゥ
についての精神分析学的研究の古典である。
　ルイ・マールの略歴についてやや詳しく述べて
きたが，それは彼の略歴が，ハイチのエリート階
級出身の範型的なライフコースをとっていること
を示したかったからでもあるからでもある。欧米
の大学や研究機関への留学，そこでの欧米の知識
人との交流。国内外の公職，とりわけ外務官僚の
就任など，エリート階層の指揮人の多くが，体制・
反体制にかかわらず，経験することである。加え
て彼がヴォドゥ教徒の精神分析学的研究に手を染
めたこと自体が，彼が生きた時代の思想的潮流を
反映している。それまではアフリカに起源をもつ
ヴォドゥは，ハイチの知識人にとって恥ずべき，
隠すべき文化的要素であった。それをハイチ文化
にとって重要な位置を占める文化的要素であるこ
とを示したのが，この時代の指導的思想家であっ
たジャン・プリス＝マルス（Jean Price Mars, 1876-
1969）の『爺様はこんなふうに語ったとさ』（Ansi 
parla l’oncle, 1928）であり，この著作とともに，ハ
イチの指揮人のあいだに，自らの文化に固有の要
素（ヴォドゥ，クレオール語，口頭伝承，ダンス
など）に誇りを持とうと主張する「土着主義」
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（Indigenisme）的思想・文学が始まったのである。
それは人種差別反対のイデオロギーでもあった。
　長生きしたルイ・マールは，晩年，ジョルジュ・
デヴェロー（George Devereux, 1908-1985）と「民
族精神医学」（Ethnopsychoanalysis）という研究分
野を創始し，二人でこの研究分野の指導者を務め
ている。デヴェローは，オーストロ・ハンガリー
出身の人類学者で，フランスで民族学などを学ん
だ後，合衆国に渡ってカルフォルニア大学に属し
ながら，平原インディアン（the Mohave Indians）
のフィールド調査を行って民族誌を発表した人類
学者であったが，後年精神分析学の視点を導入し
て精神分析学的人類学を始めた。その後レヴィ＝
ストローに招かれてパリに戻り，高等研究院（Ecole 
Pratique Haute Etudes）で「民族精神医学」を講義
した。ルイ・マールと出会ったのはこの頃である
と思われるが，欧米やアジア・アフリカの研究者
たちが集まる国際的サークルの一つを形成したと
思われる。
　エリカ・ブールギニョンの「意識の変容状態」
についての心理学的研究は，ハイチに関して言え
ば，ルイ・マールの業績を引き継ぐものであり，
この伝統はアフロアメリカン宗教研究について他
の伝統（R・バスティードのアフロブラジリアン
カルトの研究など）。に繋がるものであったと言っ
てもよい。そこから彼は，国外の精神分析学者と
も繋がりをもつようになる。
　ハイチを訪れた年代としては，エリカ・ブール
ギニョンが夫のポールブールギニョン（Paul-Henri 
Bourgignon, 1906-1988, ベルギー生まれ）は，前稿
の表 1 に挙げた合衆国人に比してさほど遅くはな
い。本稿での考察の外に置いたのは，彼らがいず
れも合衆国出身ではなく，後年，オハイオ州に移
住したが，ポールが最初にハイチを訪れた動機が，
表 1 に挙げた人々とは異なるからである。妻のエ
リカがヴォドゥの心理学研究に専念し，前記 M・
Ｊ・ハースコヴィッツと繋がりをもち，アフロ・
アフリカ宗教の専門家とみなされるようになった
のは，後年オハイオに移ってからである。しかし
ヴィジュアルアーチストであり優れた写真家で
あったポールとその妻のハイチ滞在が，その他に
もハイチ研究にもたらした貢献は決して少なくな
い。ハイチに滞在した 1950 年代のハイチの姿を
写真に残しており，エリカは自著にそれらの写真
を掲載しているからである。
　本稿を閉じるにあたって，ここで取り上げた人
物たちには比すべくもないが，ハイチといておき
たい。
　筆者がなぜハイチという国をフィールワークの
最初の国として選んだかはきわめて恣意的な理由
からであった。それまでは文化史的なテーマとそ
れに対するアプローチの方法をデスクワークで考
察しようと考えていた筆者が，突然フィールド
ワークをしようと考えたのは，大学院の博士課程
も 3 年目にかかろうという時に指導教授であった
石津照璽先生が亡くなり，その時ちょうど慶應義
塾大学附属の「斯道文庫」が所蔵する「丹緑本」
の調査に訪れていた小松和彦と出会ったのであ
る。彼にとっては迷惑かもしれないが，その時指
導教授を失っていくべき道を行くべき道を模索し
ていた筆者にとっては彼の言葉の 1 つ 1 つが胸に
響くものであった（丹緑本の研究は後のブラジル・
民衆本の調査にまで影響を及ぼしている）。その
言葉に促され，彼のフィールドであった高知に同
行させてもらったのが，フィールドで調査する人
類学者をこの眼で見る最初であった。この時の体
験に動機づけられて約 1 ヵ月の沖縄旅行に出かけ
戻ると，すぐにどこかにフィールドワークに出か
けたいという希望を両親に述べた。そうした学問
的環境になかった両親を困らせたに違いなかっ
た。意外なことに父親は考えてくれたのである。
ハイチという名前が挙がったのは，子供のころか
ら道を隔てて住んでいた西野商事の社長さんのこ
とを思い浮かべたからであった。その頃西野商事
は，現在は資源保護のために輸入が禁止されてい
るリグナムバイターという木材を輸入・加工して
おり，社長の西野さんはハイチ共和国の日本にお
ける名誉領事を務めていた。彼にならハイチへの
渡航を紹介してもらえると飛びついたのである。
ハイチという国の存在は知っていた。慶應義塾大
学文学部入学した当初，社会学科ではなく仏文学
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科を志望しようとしたのは，20 世紀初頭の仏文学
に，コレージュドソシオロジというグループがあ
り，岡本太郎も一時期このグループに属していた
ことを知っていたからである。最終的に社会学科
に進んだのは，このグループが指導者と仰いだの
が M・モースという民族学者であることを知った
からである。だが当時（そして今も）の文学部に
は人類学を専門に学べる学科はなかった。宗教学
のゼミでは比較宗教学の視点として文化人類学の
テキストの購読を行っていた。宗教学のゼミは，
石津照璽先生と宮家準先生が担当していたが，男
子学生は石津ゼミに女子学生は宮家ゼミに属する
風潮があったので，石津ゼミに属した。それから
ハイチという国に渡るようにになるまでは 5 年と
いう月日が流れるのだが，その頃は M・レリスの
名を知り，その友人である『ハイチのヴォドゥ』
の著者である A・メトローの名も知っていた。そ
こでレリスに「ハイチへ行きたい」と手紙を書き，
紹介状ではないが，“avec sympathie”と書かれた
名刺を送ってもらった。同時に慶應義塾大学東洋
史学科で教鞭をとられ，フランス民族学の伝統を
受け継いでヴェトナムの民族誌を専門としていた
松本信廣先生に推薦状を書いていただき，ハイチ
渡航の準備を整えた。先述の西野商事社長からは。
ハイチにおけるトヨタ自動車の代理店社長に紹介
され，彼から下宿先を紹介されて 3 ケ月の観光ビ
ザでのハイチ滞在が始まった。潤沢な旅行資金を
持たなかったために最初紹介されたプール付きの
ペンションとは雲泥の差のペンションであった。
結果的にはこれが良かった。まずペンションのロ
ケーション，シャンドゥマルスという公園を隔て
て大統領府の近くに位置していた。劇場，映画館，
美術館，レストラン，ホテルも近くにあり，市街
地も遠くなかったので書店や郵便局，図書館への
アクセスも悪くなかった。同居する経営者の夫妻
は，夫が軍人で，夫人は内務省の役人であった。
日本のレベルからすれば，裕福とは言えないが，
ハイチでは中産階級の家庭であった。下働きの男
性 3 人，女性 3 人（子守，料理人，雑役）がいた。
そのうえ幸運であったのは，ボルドー大学で学位
を得た内務省の高官で，自治学者であったルイ・C・
トマ氏が，博士論執筆のため，家族と離れてこの
ペンションに滞在してことである。フランス語を
話すことも十分でなかった筆者に美しいフランス
語で話しかけてくれた。後に彼はハイチでの滞在
延長や当時必要であったハイチ国内旅行の通行証
の発行に便宜をはかってくれたのである。その後
さまざまな体験をしたが安全に 1 年弱のハイチ滞
在を遂行し，民族誌こそ残せなかったが，後にブ
ラジル，ハイチでフィールド調査を始めるにあっ
たてのテーマを掴んだのである。
　以上，筆者とハイチとの関わりについて。瑣末
な事象を含めて述べてきたが，このほかにも語ら
なければならないことはたくさんある。映像記録
のスタッフ，辻野代理大使ご夫妻，戦争花嫁であ
り米国人としてハイチにやって来た実業家，ミチ
コ＆アヤコ姉妹，須藤シスターとの初めての出会
い等々。少なくとも半生の大部分をハイチの専門
家として過ごしてきた人間としていつかは語って
おいた方が良いことをこの時感じた。
　ハイチを愛した外国人たちというテーマの前後
二篇の論文の主旨は，ハイチというカリブ海に浮
かぶ小国が，20 世紀の世界文化史のなかで，重要
なテーマを提供する概念であることを示すことで
あった。同時期のヨーロッパでは「プリミティズ
ム」の源泉としての「アフリカ」が，合衆国では
黒人の権利回復運動としての「アフリカニズム」
が果たした役割は大きく，しかもこの二つの思想
的潮流は，人的ネットワークの面でも概念の面で
も強く結びついていることが明らかになったと思
う。
　以上述べてきたように，ハイチという国は，20
世紀前半から中葉にかけて，アメリカ合衆国の文
化史において重要な役割を果たしてきたが，20 世
紀後半から現在に至るまで政治の民主化運動や国
内外での人口移動のプロセスを経て，自己像に大
きな変容が生じ，かつて有していた存在意義も魅
力も失ってしまっている。
　しかしここに挙げた人々を引き付けた文化遺産
が失われたわけではない。この国の人々がそこか
ら何を引き出し，何を生み出すのか，それがどの
ようなものであり，またどのような人々の出会い
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から生まれるのか，ハイチという国に出会った者
の一人として，注目していきたい。
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